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海洋博公園は「夕陽鑑賞会～音楽と食とゆうもどろの祭典～」を 11 月 3日（土）、4日(日)に開催し

ます。「ゆうもどろの花」と称される本部町の美しい夕陽を眺めながら、沖縄音楽に JAZZ やポップス、

オールディーズ（50’s～60’s）といったさまざまなジャンルのライブ演奏をお楽しみいただけるイ

ベントです。ここでしか味わえない、特別なひとときをお楽しみください。 

 

 
 

■夕陽鑑賞会 ～音楽と食とゆうもどろの祭典～ 

【日 時】11 月 3 日（土）、4日(日) 15：10～18：15 ※雨天中止 

【場 所】海洋博公園 夕陽の広場 

     ※噴水広場と美ら海プラザ前から無料シャトルバスをご利用いただけます。 

【料 金】無料 

【定 員】なし 

【プログラム】 

11 月 3 日（土） 11 月 4 日（日） 

15：10～15：50 もーあしび 15：10～16：00 the ERU’s 

16：05～16：55 しゃかり 16：15～17：05 サザンバンド沖縄 

17：10～18：05 うないぐみ 17：20～18：15 DYNAMITES 

 

 

 

 

美しい「ゆうもどろの花」と音楽を味わう贅沢なひととき 

「夕陽鑑賞会」開催！ 

平成 30年 10 月 16 日 



 

 

 

夕陽鑑賞会 ～音楽と食とゆうもどろの祭典～ 

 

【3 日（土）】出演者                       

 

【もーあしびー】 

もーあしびーとは、夕暮れから夜にかけて若い男女が

歌や踊りの交流をした集いのこと。今回は、やんばる

の民謡歌手の方々が、「本部ナークニー」をはじめとす

る、沖縄の民謡を歌い上げます。本部町の夕景ととも

に沖縄民謡をたっぷり味わってください。 

 

 

 

【しゃかり】 

ヴォーカル＆三線 チアキ、パーカッション＆ギター カ

ンナリ。チアキの天に届くようなヴォーカルに、カンナ

リの作り出す新しい感覚の琉球旋律が、沖縄に根ざした

新しい音楽を作り上げる。 

 

 

 

【うないぐみ】 

沖縄民謡の古謝美佐子、宮里奈美子、比屋根幸乃、島

袋恵美子の４名からなる女性グループ。４人とも沖縄

民謡に精通した実力派民謡歌手の集まりで、４名のユ

ニゾンとともに各メンバーのソロも演唱する。レパー

トリーも伝統的な沖縄民謡からオリジナル曲、カバー

曲まで多種多彩。プロデューサーは佐原一哉。 

 

 

 

【4 日（日）】出演者  

 

【the ERU’s】 

泡盛残波プレミアムＣＭでジャズを歌うエルによる

スーパーウルトラスペシャルバンド。ソウルフルでム

ーディーな声は多くのファン魅了している。今年ニュ

ーアルバム「That’s my premium time」をリリース。 

 

 

 



 

 

 

【サザンバンド沖縄】 

県内で活躍するミュージシャンを集め、2005 年に結成

された「サザンオールスターズ」のコピーバンド。現

在は、時任良治（トッキー）を 2代目ボーカルに迎え、

県内サザンファンにライブを届けるべく活動中。 

 

 

 

【DYNAMITES】 

Gold Disc Okinawa の看板を背負って立つレギュラーで

す。演奏曲は、1950 年代‐1960 年代のアメリカン

（OLDIES）。思わず踊りだしたくなるテンポのいい、ロ

ックンロール（ツイスト）ナンバーから、チークタイ

ム等に最適なバラードまで、レパートリー豊富に取り

揃えております。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜お問い合わせ＞ 

≪取材・資料貸し出しについて≫海洋博公園管理センター イベント・広報担当 

TEL 0980-48-2741 / FAX 0980-48-3626 

■「ゆうもどろの花」とは■ 

沖縄・奄美諸島に伝わる古代歌謡「おもろさうし」では、南国の太陽が東の空に昇るとき、

色あざやかな光が織りなす荘厳で雄大な光景を「あけもどろの花」と形容しました。「ゆう

もどろ」とは、西の空に沈む太陽が織りなす光景を形容した造語で、本部町の水平線に沈む

美しい夕陽を表現する際によく使用されます。その言葉の通り、本部町ではすばらしい夕陽

「ゆうもどろの花」がご覧いただけます。 


